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名取川はん濫危険水位と
避難判断水位について

仙台河川国道事務所

平成２４年７月以降適用版
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○全川に渡り被災（沈下・亀裂等）
○復旧途上（出水に対し機能低下）
○出水に対し早めの警戒が必要

基準水位を「一律一段階引き下
げ」

緊急的措置

○被災状況の把握
○応急復旧完了（形状のみ確保）
○堤防被災が多い（低水路は影響小）

・被災状況、応急復旧状況を考慮し
基準水位を設定

はん濫注意水位

【被災前の基準水位】

はん濫危険水位

避難判断水位

水防団待機水位

避難判断水位

【第２段階】被災状況把握
仮復旧完了

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

【第1段階】災害発生

はん濫危険水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

H23.4～H23.5 H23.6～H24.6まで～H23.3

○第１段階

地震後堤防の沈下やクラックが多数発生し、堤防機能が低下している。H23年4月1日より応急復旧等
が完了する出水期前まで基準水位をワンランクダウンして運用。

○第2段階

堤防の被災状況の把握ができたこと、被害箇所の仮復旧がH23年5月中に完了する見通しとなったこ
とから暫定水位を見直し。見直しにあたっては、被災状況、応急復旧状況から堤防高を想定し、はん濫
危険水位や避難判断水位等を設定。

○第3段階

H24年6月中に地震前の堤防高まで復旧完了の見通しとなり、地震前の堤防機能まで回復することか
ら危険水位の再設定を行う。

【基準水位見直しの経緯】

段階的な基準水位の見直し

【第3段階】復旧完了後

H24.7～

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

○6月末までに地震前の堤防高まで復
旧が完了する見通しとなった

復旧後の断面で基準水位を再設定
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危険水位の見直し概要

広瀬橋観測所■

【現在の名取川危険水位】

【危険水位の見直し概要】

○平成２３年６月１日から応急復旧を考慮した基準水位に変更している。

地震前：名取橋→9.1m（藤塚地区は8.5m） ⇒ 7.4m

※広瀬橋は変更なし

○暫定で設定されている名取橋観測所危険水位7.4mの堤防評価に伴う見直しを行うものである。

【広瀬川危険水位】※地震前後で変更なし

冨田地区
郡山地区

日
辺

地
区

藤塚地区

熊野堂地区 上河原地区 中田地区

閖上地区

閖
上

上
地

区

■
名
取
橋
観
測
所

危険箇所
位置変更

危険箇所
位置変更

危険水位変更概要

【地震前の名取川危険水位】

洪水予報区間 危険水位 洪水予報区間 危険水位

藤塚地区 閖上地区

日辺地区 閖上上地区

郡山地区 中田地区

富田地区 上河原地区

熊野堂地区

左岸 右岸

名取橋観測所危険水位

7.4m

7.7m
(2.8k)

7.4m
(0.6k)

【復旧後の名取川危険水位(案)】

地震前 地震後 復旧後
9.1m , 8.5m 7.4m 9.1m
地震前 地震後 復旧後

3.2m 3.2m 3.2m

名取橋観測所

広瀬橋観測所

洪水予報区間 危険水位 洪水予報区間 危険水位

藤塚地区
8.5m

(-0.2k)
閖上地区

日辺地区 閖上上地区

郡山地区 中田地区

富田地区 上河原地区

熊野堂地区

名取橋観測所危険水位

9.1m , 8.5m

左岸 右岸

9.1m
(6.0k)9.1m

(6.0k)

洪水予報区間 危険水位 洪水予報区間 危険水位

若林地区
3.2m
(0k)

長町地区
3.2m
(0k)

左岸 右岸

広瀬橋観測所危険水位

3.2m

洪水予報区間 危険水位 洪水予報区間 危険水位

藤塚地区 閖上地区

日辺地区 閖上上地区

郡山地区 中田地区

富田地区 上河原地区

熊野堂地区

右岸

9.1m
(6.0k)

9.1m
(6.0k)

左岸

名取橋観測所危険水位

9.1m
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HWL
危険水位（9.11）
避難判断水位(8.41)
H23.9洪水

名取川名取橋観測所 総括表

6.0k

0.6k右岸

6.0k

危険箇所

名取橋観測所地点

8.419.11
(HWL10.190)

復旧後

案

名取橋観測所地点

6.777.47
(HWL10.190)

現行

名取橋観測所地点

8.429.12
(HWL10.190)

地震前

観測所での設定

危険箇所

の堤防

評価手法

避難

判断

水位

(m)

危険

水位

(m)
(計算値)

危険水位＝現況堤防高－余裕高
※計画堤防高を満たしているためHWL評価

危険箇所の危険水位を観測所位置に換算

危険箇所の危険水位を観測所位置に換算
※被災による堤防評価高の低下を踏まえ
て引き下げ

危険箇所の危険水位を観測所位置に換算

危険水位

避難判断
水位

堤防評価高

復旧

危険水位-0.7m

堤防評価高－余裕高

復旧

堤防
評価高

被災を踏まえ、パラペッ
トの高さを見込まない

危険水位

応急復旧

危険水位-0.7m

堤防評価高－余裕高

避難判断
水位

危険水位

堤防評価高

危険水位-0.7m

堤防評価高－余裕高

避難判断
水位

被災を踏まえて堤防評価高が低下、危険箇所
が変更危険水位＝被災後堤防高－余裕高

堤防復旧を踏まえて堤防評価高を引き上げ
危険水位＝復旧後堤防高－余裕高
※計画堤防高を満たしているためHWL評価

HWL
危険水位
H23.9洪水

HWL
危険水位
H23.9洪水

HWL
危険水位
H23.9洪水

HWL
危険水位（9.12）
避難判断水位(8.42)
H23.9洪水

HWL
危険水位（7.47）
避難判断水位(6.77)
H23.9洪水

※危険水位及び避難判断水位の値は、名取橋観測所での読み値であり地盤沈下の影響は関係しない
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最深河床高

危険水位(地震前)

堤防評価高（地震後）

危険水位(地震後)

危険箇所が危険水位相当となる水面形

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 4.0k 5.0k 6.0k 7.0k 8.0k 9.0k 10.0k 11.0k 12.0k

閖上大橋

名取川橋

袋原堰

名取川水管橋

名取大橋歩道橋

名取大橋

新名取橋

新名取川鉄道橋

太白大橋

広瀬川

新笊川

閖上第二 袋原

名取橋

名取橋水防水位の見直しについて

 仙台河川国道事務所管内では、東北地方太平洋沖地震による被災を受け、基準観測所の水防水位の見直しを行ったところである

 6月末までに地震前の堤防高まで復旧工事を実施する計画である

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

通常の水位

堤防高(評価高)

■水防水位について ■検討の背景と検討内容

はん濫危険水位：危険箇所の水位が堤防高-余裕高相当とな
る観測所地点の水位

避難判断水位 ：危険水位から避難に要する時間内の水位
上昇量を指し引いた水位

はん濫注意水位：堤防に河川水位がおよぶ水位（高水敷よ
り河川水位が高くなる水位）

水防団待機水位：概ね１年に１～２回起こる程度の水位

①東北地方太平洋沖地震による被災を踏まえた水防水位見直し

手順①
最も危険な箇所【地震後】の整理

手順②
河川の水面形（最も危険な箇
所【地震後】が危険水位に到
達する際の水位）把握

②堤防復旧

被災によって、危険水位が低下

地震後の危険箇所であった右岸0.6k付近で、平成24年6月末までに地震前の堤防高まで復旧
完了の見通しとなり、地震前の堤防機能まで回復。

③水防水位の再検討

手順③
②の水面形を踏まえて、代表観
測所における危険水位を見直し



5

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

距離標 (km)

T
.
P
.
m
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最深河床高

危険水位(地震後)

危険水位(復旧後)≒HWL

危険箇所が危険水位相当となる水面形

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 4.0k 5.0k 6.0k 7.0k 8.0k 9.0k 10.0k 11.0k 12.0k

閖上大橋

名取川橋

袋原堰

名取川水管橋

名取大橋歩道橋

名取大橋

新名取橋

新名取川鉄道橋

太白大橋

広瀬川

新笊川

閖上第二 袋原

名取橋

堤防復旧を考慮した水防水位の再検討方法

 地震後に被災した堤防の復旧工事が進捗していることを踏まえ、断面別危険水位を更新する

 上記の断面別危険水位と洪水時の水面形（不等流計算結果）から観測所における危険水位を設定

手順①
堤防復旧を考慮し、断面別の危
険水位を更新

手順③
河川の水面形（最も危険な箇
所【復旧後】が危険水位に到
達する際の水位）把握

手順④
③の水面形を踏まえて、代表観
測所における危険水位を見直し

復旧

復旧

手順②
堤防復旧後の条件で最も危険と
なる箇所把握

復旧工事の進捗を踏まえ、被災箇所の堤防評価高を引き
上げた

余裕高（広瀬川下流は1.5m）

余裕高（広瀬川上流は1.2m）

断面別危険水位は、堤防
高-余裕高を基本とする

■検討条件■検討方法

■危険箇所横断図

危険水位

避難判断
水位

堤防評価高

復旧

危険水位-0.7m

堤防評価高－余裕高

復旧

1.堤防評価高

2.河道条件（河川水位のシミュレーション条件）

3.観測所ＨＱ式（水位-流量換算式）

地震前の条件を踏襲した。但し、地震による広域地盤沈
下による影響を考慮するために、水位-流量の関係を補正
した。

「2」の条件で求めた名取橋水位観測所（7.6k断面）のHQ
式を採用した。

余裕高について

名取川･･･河口～広瀬川合流部：1.5m

広瀬川合流部～上流：1.2m

広瀬川･･･1.2m

（名取川の合流部付近は

1.2m以上の箇所あり）

■地震前後検討条件一覧

河道断面 H-Q式
地震前 H１４年 H１４年
地震後 H１４年 H１４年
復旧後 H１４年 H１４年
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右岸 堤防高(地震前)

左岸 危険水位(地震前)

右岸 危険水位(地震前)

観測所水位への換算（地震前）

左岸 H23.9洪水痕跡水位

右岸 H23.9洪水痕跡水位

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 4.0k 5.0k 6.0k 7.0k 8.0k 9.0k 10.0k 11.0k 12.0k

閖上大橋

名取川橋

名取川水管橋

名取大橋歩道橋

名取大橋

新名取橋

新名取川鉄道橋

太白大橋

広瀬川

新笊川

閖上第二 袋原

名取橋

名取川名取橋観測所 【地震前の危険水位設定】

地震前の危険箇所は「-0.2k地点」。藤塚地区の小堤は堤内地盤高と同等であるとみなし、余裕高を考慮しない。

危険箇所の危険水位を観測所水位に換算すると8.50m。

8.50m（名取橋観測所の読み値）

危険箇所-0.2k地点（藤塚地区）

(危険水位評価高＝地盤高)

危険水位到達流量 Q＝2,158m3/s

（概ね1/15確率規模）

▽

地震前断面（T.P.+2.2m）

復旧後断面（T.P.+4.4m）

HWL T.P.+2.9m

藤塚地区
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左岸 危険水位(地震後)

右岸 危険水位(地震後)

観測所水位への換算（地震後）

左岸 H23.9洪水痕跡水位

右岸 H23.9洪水痕跡水位
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名取川橋

名取川水管橋

名取大橋歩道橋

名取大橋

新名取橋

新名取川鉄道橋

太白大橋

広瀬川

新笊川

閖上第二 袋原

名取橋

名取川名取橋観測所 【現在運用されている危険水位設定】

現況堤防高の被災および地盤沈下による影響を考慮した結果、危険箇所は「0.6k地点右岸」に変更

危険箇所の危険水位を観測所水位に換算すると7.40m。

観測所水位
に換算

7.40m（名取橋観測所の読み値）

危険箇所0.6k地点

(危険水位評価高＝堤防高-余裕高)

HWL
危険水位
H23.9洪水

危険箇所の危険水位を観測所位置に換算
※被災による堤防評価高の低下を踏まえ

て引き下げ被災を踏まえて堤防評価高が低下、危険箇所が変更
危険水位＝被災後堤防高－余裕高

HWL
危険水位（7.47）
避難判断水位(6.77)
H23.9洪水

危険水位到達流量 Q＝1,413m3/s

（概ね1/7確率規模）
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右岸 H23.9洪水痕跡水位
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名取川名取橋観測所 【堤防復旧を考慮した危険水位の見直し案】

堤防の復旧を考慮した結果、危険箇所は「6.0k地点左右岸」に変更

危険箇所の危険水位を観測所水位に換算すると9.10m。

9.11m（名取橋観測所の読み値）

危険水位到達流量 Q＝2,645m3/s

（概ね1/25確率規模）

危険箇所6.0k地点

(危険水位評価高＝堤防高-余裕高)
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名取川

名取川

広瀬川

北貞山運河

【名取川】震災後復旧状況

箇所番号：②境

地  先  名：名取市境

工事数量：監視カメラ機側盤１式

箇所番号：③太子堂

地  先  名：名取市太子堂

工事数量：低水護岸Ｌ＝６５ｍ

H24.3 .30　復旧済み

箇所番号：④河口右岸

築堤Ｌ＝2,020ｍ

（本格復旧必要箇所3箇所相当）

暫定復旧工事　4月中旬契約

高さの復旧については、6月末

(洪水期7月から)までに復旧予定

箇所番号：⑤河口左岸

築堤Ｌ＝1,388ｍ

維持工事において

暫定復旧済み

被災直後（藤塚地区） 現状（平成23年6月30日撮影）

被災直後（閖上地区） 現状（平成23年5月24日撮影）

箇所番号：①一本松

地  先  名：仙台市若林区一本松

工事数量：監視カメラ機側盤１式

藤塚地区は復興枠で復旧
（本格復旧必要箇所4箇所相当）

名取川震災後復旧状況

被災直後 復旧後
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平成23年9月洪水時における堤防の安全性（左岸）

平成23年9月の台風15号洪水では、左岸側の河口～3k付近の河口部で堤内地盤高及び高水敷高より高い水位の痕
跡が確認されている。（最大Q＝1570m3/s＝1/10確率規模の出水）

名取川では台風15号で漏水や法崩れなどの被害報告はなく、堤防の安全性が確保されている。
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河口部では堤内地盤高及び高水敷高より高い痕跡を確認

名取橋、鉄道橋のアンダーパス
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平成23年9月洪水時における堤防の安全性（右岸）

平成23年9月の台風15号洪水では、右岸側の河口～3k付近の河口部で堤内地盤高及び高水敷高より高い水位の痕
跡が確認されている。

名取川では台風15号で漏水や法崩れなどの被害報告はなく、堤防の安全性が確保されている。
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河口部では堤内地盤高及び高水敷高より高い痕跡を確認
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計算値 採用値
HWL 10.190 10.190 10.190 10.190
はん濫危険水位 9.10 7.40 9.11 9.10
避難判断水位 8.40 6.70 8.41 8.40
はん濫注意水位 6.50 6.00 6.50 6.50
水防団待機水位 5.50 5.50 5.50 5.50
HWL 4.124 4.124 4.124 4.124
はん濫危険水位 3.20 3.20 3.24 3.20
避難判断水位 2.70 2.70 2.74 2.70
はん濫注意水位 1.30 1.30 1.30 1.30
水防団待機水位 0.50 0.50 0.50 0.50

広瀬橋
（洪水予報・水防警報）

地震前
地震後
（現行）

復旧後検討案

名取橋
（洪水予報・水防警報）

名取橋観測所の危険水位（見直し案）

※横断図は7.6k断面

■既往洪水と水防水位（名取川）

■水防水位更新前後の一覧

○：観測水位が水防水位を上回る

5.50 水防団待機水位

6.50 はん濫注意水位

8.40避難判断水位

9.10はん濫危険水位

10.19ＨＷＬ

水位（読み値m）水防水位

7.90Ｈ２３.９洪水

8.31Ｈ１４.７洪水

水位（読み値m）既往洪水
地震前 地震後 復旧後採用案 地震前 地震後 復旧後採用案

9.1m 7.4m 9.1m 8.4m 7.4m 8.4m
H 6. 9.16 5.65
H 6. 9.22 8.12 ○ ○
H 6. 9.30 7.74 ○ ○
H 7. 6.15 5.47
H 8. 9.22 6.09
H 9. 6.20 5.26
H 9. 6.29 6.19
H10. 7.23 5.39
H10. 8. 7 5.98
H10. 8.30 6.25
H10. 9.16 6.89 ○
H10.10. 1 5.34
H11. 6.30 6.01
H11. 7.11 5.45
H11. 8.14 7.27 ○
H11. 9.15 5.49
H11. 9.22 5.48
H11.10.28 5.79
H12. 7. 7 5.31
H12. 9.23 5.10
H13. 8.22 5.79
H13. 9.10 6.61
H13.10.11 5.13
H14. 7.10 8.31 ○ ○
H14.10. 2 5.72
H15. 7.26 5.31
H16.10. 9 5.46
H16.10.21 5.56
H17. 8.26 7.25 ○
H18.10. 7 5.96
H18.12.27 6.41
H19. 7.15 6.87 ○
H20. 8.24 5.45
H21.10. 8 4.92
H22.12.22 6.59
H23. 9.21 7.90 ○ ○

名取橋
ピーク水
位（m）

洪水名
はん濫危険水位 避難判断水位
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名取川 堤防形状の比較（閖上地区）

■平成24年6月末までに地盤沈下した高さ分、堤防の高さを上げた施工を実施

位置図
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H.W.L 3.208

計画堤防高 4.708

余裕高1.5m

天端幅3.9m

被災後

復旧後（予定）


